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　12月17日、大鶴公民館で
静修そば打ち道場の教室生に
よる「そば打ち体験会」が白
毫こども園の園児を招き開催
されました。参加した園児た
ちは、力を込めてそば打ちを
行い、出来上がったそばをお
いしそうに食べていました。
　2019年も笑顔あふれる１
年となりますように。



　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
全
国
各
地
で
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
自

然
災
害
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
が
相
次
い
で
発
生
し

ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
29
年
７
月
の
九

州
北
部
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
昨
年
「
日
田
市
復
旧
・
復
興
推
進
計
画
」
を
策

定
し
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
と
被
災
さ
れ
た

方
々
へ
の
生
活
再
建
支
援
、
今
後
の
災
害
に
備
え
た

取
組
を
全
力
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
昨
年
７
月
に
は
関
係
各
位
の
格
段

の
ご
理
解
と
力
強
い
ご
支
援
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
久
大

本
線
が
全
線
運
行
再
開
と
な
り
、
多
く
の
市
民
が
喜

び
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
加
え
て
、

２
年
ぶ
り
に
日
田
祇
園
山
鉾
集
団
顔
見
世
を
開
催
す

る
こ
と
も
で
き
、
災
害
か
ら
の
「
創
造
的
復
興
」
を

進
め
る
上
で
大
き
な
力
と
な
る
も
の
と
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
本
年
９
月
に
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
が
日
本
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
九

州
で
は
大
分
・
福
岡
・
熊
本
の
各
県
が
試
合
会
場
と

な
っ
て
お
り
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
来
ら
れ
ま

す
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
好
機
と
捉
え
、
本
市
の
災
害

か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
元
気
な
姿
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
国
内
に
お
い
て
は
、
景
気
は
緩
や
か
に
回
復

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
で
は
そ
の

実
感
に
乏
し
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
急
速
な
人
口
減
少
を
背
景
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
衰
退
な
ど
様
々
な
課
題
も
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
市
で
は
昨
年
、
地
域
経
済

復
興
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
、
地
域
内
経
済

の
好
循
環
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
観
光
客
等
へ
の

消
費
喚
起
に
よ
る
経
済
浮
揚
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
移
住
支
援
策
の
推
進
に
よ
っ
て
、

昨
年
度
の
県
外
か
ら
本
市
へ
の
移
住
者
数
は
３
８
９

人
と
、
２
年
連
続
で
県
内
自
治
体
で
は
最
多
と
な
っ

た
ほ
か
、
中
津
江
地
域
で
は
、
地
域
で
取
り
組
む
こ

と
を
住
民
自
ら
が
決
め
、
実
行
す
る
た
め
の
仕
組
み

「
中
津
江
む
ら
づ
く
り
役
場
」
が
住
民
の
合
意
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
む
ら
づ
く
り
役
場
は
、
市

民
と
行
政
の
協
働
を
進
め
る
本
市
で
は
、
初
め
て
と

な
る
住
民
自
治
組
織
で
あ
り
、
新
た
な
公
共
の
担
い

手
と
し
て
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
本
年
も
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
と

し
た
市
政
運
営
を
図
る
た
め
、
「
第
６
次
日
田
市
総

合
計
画
」
及
び
「
日
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
各
種
施
策
を
着
実
に
実
行
し
な
が

ら
、
「
地
域
力
」
を
磨
き
、
「
新
た
な
公
共
」
と

「
未
来
を
展
望
す
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
、

持
続
可
能
な
「
活
力
あ
る
日
田
市
」
の
実
現
に
向
け

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
平
成
29
年
７
月
の
豪
雨
災
害
に

伴
い
「
日
田
市
復
旧
・
復
興
推
進
計
画
」
の
策
定
を

行
い
、
早
期
の
復
興
に
向
け
た
取
組
を
全
市
挙
げ
て

進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
、
流
出

し
た
Ｊ
Ｒ
久
大
本
線
の
花
月
川
橋
梁
に
つ
い
て
は
早

期
に
復
旧
が
進
み
、
１
年
余
り
で
全
線
再
開
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
に
つ
い
て

は
、
依
然
と
し
て
再
開
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
状

況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
議
会
を
は
じ
め

日
田
市
自
治
会
連
合
会
、
日
田
商
工
会
議
所
、
日
田

地
区
商
工
会
な
ど
、
市
民
並
び
に
経
済
界
を
挙
げ
て

署
名
活
動
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
九
州
に
対
し
て
早
期
全
面

復
旧
と
長
期
的
な
運
行
の
確
保
を
要
望
い
た
し
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
被
災
地

域
の
早
期
復
興
に
向
け
た
取
組
を
よ
り
一
層
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
一
方
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
そ
れ
に
伴

う
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
地
域
へ
の
影
響

は
特
に
顕
著
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
今
後
も
地
域
に
お
け
る
人
材
の
育
成
・
確
保
や

新
た
な
住
民
自
治
組
織
の
構
築
な
ど
「
日
田
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
着
実
に
実

施
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
く
よ
う
、
行
政
と
議
会
が

一
体
と
な
っ
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

政
策
研
究
会
を
設
け
て
、
各
種
施
策
を
調
査
、
研
究

し
、
市
に
政
策
提
言
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特

に
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
若
者
政
策
に
重
点
を
置

き
、
全
議
員
に
よ
る
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
積
極

的
に
研
究
を
進
め
、
若
者
施
策
の
推
進
や
人
材
発

掘
・
育
成
・
確
保
、
若
者
の
意
見
を
市
政
に
反
映
で

き
る
仕
組
み
の
構
築
な
ど
５
項
目
の
「
若
者
が
活
躍

す
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
提
言
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
、
提
言
の
内
容
を
可
能
な
限
り
市
政
に
反

映
し
、
活
気
の
あ
る
日
田
市
の
形
成
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
は
、
決
算
を
よ
り
効
果
的
に
審
査

で
き
る
よ
う
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
課
題
と
な

っ
て
い
る
議
題
に
つ
い
て
自
由
に
討
論
を
行
う
「
議

員
相
互
間
の
討
議
」
を
正
式
に
導
入
す
る
な
ど
、
議

会
運
営
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
議
会
機

能
の
更
な
る
強
化
・
充
実
に
努
め
、
市
民
の
皆
様
が

安
心
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取

組
に
、
な
お
一
層
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
願
い
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

日田市議会議長　飯田茂男 「議会機能の強化」で信頼される議会に

新年のごあいさつ

日田市長　原田啓介持続可能な「活力ある日田市」を目指して
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　人口が減少し
まちの活気が失われる中

「ほしい暮らしは自分たちでつくることができる。
そのためには民間と行政が連携し

これからの日田の暮らしをリデザインしよう」
と市民と市職員が一緒となり
2017年度に行った取組。

― 小さくても
　マーケットとして成り立つ
　ビジネスモデルを模索しながら
　そのビジネスだけに終わらず
　まちやそのエリアのために何ができるのか ―
　

全国で魅力的なまちづくりを
実践している人を講師に迎え
３つの遊休不動産等をもとに

民間主導の事業プランを考えた。
今回は
その３つの物件が
どう変わってきているのか
その後の状況を覗いてみよう。

ひたＲｅデザインプログラム

日田の日々の暮らしを

～暮らしを更に進化させる人材育成　バンカブルとニッチテール～

▲ひたＲｅデザインプログラムの詳しい
　内容については、こちらの二次元コード
からご覧ください！

バスセンター

日田駅

← 隈 方面

火～土曜日
午前10時～午後７時
（受付は午後６時まで）
１時間５００円／人
（高校生以下は無料）

お問い合わせ先　㉒３７２０　

（一社）ＮＩＮＡＵ（ニナウ）

　昔酒屋だった店舗は、その開けたスペースを活用し、
『しごとｃａｆｅ ＦＬＡＧ 』として生まれ変わりました。
　運営する一般社団法人ＮＩＮＡＵは日田を担う人材を育
成する団体として小学生から大学生等を対象にキャリア教
育を行っています。
　『しごとｃａｆｅ ＦＬＡＧ』は、その（一社）ＮＩＮＡＵ
が、日田で働きたい人を応援する場所としてオープンしま
した。学生の勉強場所やイベントスペース、仕事の打ち合
わせなど様々な使い方ができます。
※詳細は下記二次元コードからご覧ください。　

しごとcafe FLAG
しごとカフェ フラッグ

▲Facebook

▲LINE＠
ID:＠nrm6841j

空き家
空き店舗

公共施設など

遊休不動産等から
起こす

新たなまちの変化

問地方創生推進課創生推進係☎㉒８２２３（市役所６階）

日田駅２階と駅前広場

　日田駅に向かって左側にはロータリー、右側にはタク
シープール。駅舎からロータリー、タクシープールまで
の動線には日田杉を使用したシェルター（屋根付きの通
路）が設置されます。また、シェルターの横には、くつ
ろげるウッドデッキも設置する予定です。
　中央の空間は、以前の広場と同様に温かく柔らかい素
材感の日田石を使用。このスペースは、行政だけではな
く、民間主導のイベント等ができるなど、暮らしやすく
楽しいまちを市民の皆様と行政が一緒になってつくりあ
げていくような空間を目指します。

※完成イメージ図。

▲ＪＲ日田駅前広場整備事業については、
市ホームページ、又は二次元コードから
ご覧ください！

　かつて多くの人が集い、日田での夜を過ごしていた若竹旅
館。その想いを継承しながら、新しいＷＡＫＡＴＡＫＥとして
エリアによみがえらせ、新たな交流の拠点として発信するた
め、市民３人が合同会社ＨＩＴＡＬＩＶＥを立ち上げました。
　新しくなった『シェア アンド レンタルスペース ワカタケ』
は、旅館の部屋を生かした個室貸事務所や和室15畳のイベント
スペースの貸し出しを行っています。

Share ＆ Rental　Space

WAKATAKE
シェア アンド レンタルスペース ワカタケ

■とき　　毎週水曜日　午後１時～（１時間程度）
■ところ　イベントスペース
※詳細は右記二次元コードからご覧ください。　

ママのための『プチ講座』

1月
START

▲LINE＠
ID:＠xab0718j

▲Facebook月～金曜日（土・日曜日は定休日）
午前10時～午後５時
個室貸事務所　30,000円（月額）
イベントスペース（要相談）
お問い合わせ先
０９０-５２８６-１１１７（宮野）　

（合）ＨＩＴＡＬＩＶＥ（ヒタリブ）

ちょっと覗いてみませんか？

工事が進む駅前広場。
今後どのようになるのか、
皆さんはご存知ですか？
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「
日
田
市
版
総
合
戦
略
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

基本目標１
日田市における安定
した雇用を創出する

基本目標１
日田市における安定
した雇用を創出する

１．農林業を支える人材
　の確保・育成                    
２．農水産物・農水産加
　工品の生産力・販売
　力の向上
３．森林・林業・木材産
　業の再クラスター化

  　　（※１）の推進
４．企業が求める人材の
　確保・育成
５．企業誘致の推進
６．新たな事業や規模拡
　大にチャレンジする
　地場企業への支援
７．創業者への支援
８．技術者の育成

新たな雇用の創出
数を５年間累計で
1,338人へ

基本目標４
人がともに支え合い
安心・安全で快適に
暮らせる地域を創る

基本目標４
人がともに支え合い
安心・安全で快適に
暮らせる地域を創る

22．定住自立圏（※３）の
　形成の促進　

23．地域公共交通の維持
　・確保

24．自立した地域経営の
　推進

25．健康増進と充実した
　シニアライフの推進

26．大規模災害等に備え
　た地域づくりの推進

27．自治体経営システム
　の推進

お達者年齢（※２）を
2019年までに
男性77.84歳
女性83.71歳

基本目標３
若い世代の結婚・出
産・子育ての希望を
かなえる

基本目標３
若い世代の結婚・出
産・子育ての希望を
かなえる

18．結婚活動の支援
19．安心して子どもを生
　み育てられる環境の
　充実

20．子どもたちの能力を
　見出し輝かせるため
　の支援

21．安心して学べる環境
　の充実

希望が実現した場合
の合計特殊出生率を
2030年までに
2.1へ

基本目標２
日田市への新しい人
の流れをつくる

基本目標２
日田市への新しい人
の流れをつくる

９．ふるさと教育の推進                   
10．ふるさと就職の促進
11．日田で暮らし福岡都
　市圏等で学び働ける
　環境の整備

12．移住支援の充実
13．空き家の活用等によ
　る住環境の整備

14．地域資源の活用によ
　る交流人口の増大

15．シティセールスの　
　強化

16．訪れた人が満足する
　受入体制の拡充

17．インバウンド（外国
　人観光客の誘致）対
　策の強化

社会増減を
2020年までに
-168人へ

日田市版総合戦略（日田市まち・ひと・しごと創生総合戦略）2015～2019年度

日田市人口ビジョン（中長期展望）

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055

2017年度実績値

総人口

2060

将来推計
35,715人

2015年度
66,523人

2016年度
65,722人

2017年度
64,931人

2018年度
63,887人

2019年度2019年度
66,245人（目標）

※2015年度は「国勢調査」、2016年度以降は「大分県人口推計」の数値を記載しています。

2010国勢調査
70,940人

2040年
56,930人 2050年

53,274人

2030年
61,049人

人口ビジョン
50,795人

2040年
49,139人

2050年
41,996人

2030年
56,471人

2020年
65,735人

2015国勢調査
66,523人 2018年※

63,887人

　日田市版総合戦略とは、加速化する日田市の人口減少を抑制するため、４つの基本目標を立
て、達成に向けて重点的に行う取組（全27項目）を記載した５年間（2015～2019年度）の計画
のことです。中長期展望（日田市人口ビジョン）では、2060年に４万人を切る将来推計を５万人
規模とする人口維持を目指しています。

※「大分県人口推計」の10月1日時点の数字を掲載しています。

社会増減
-334人
転入　1,914人
転出　2,248人

基本目標２基本目標２

新規雇用創出数
680人

うち林業
53人

うち農業
75人

うち
看護師等
48人

市外への
物産展出店業者

（2014年時点８社）

市外への
物産展出店業者

（2014年時点８社）

うち
企業誘致等
172人

基本目標１基本目標１

合計特殊出生率
1.80

出生数　462人

育児休業
年間取得者

（2014年時点173人）

育児休業
年間取得者

（2014年時点173人）

予防接種モバイル
新生児登録率

（2016年時点58.20％）

予防接種モバイル
新生児登録率

（2016年時点58.20％）

広報掲載
民間団体による
婚活イベント

（2014年時点３回）

広報掲載
民間団体による
婚活イベント

（2014年時点３回）

「授業が好き」
児童割合（小５）

（2014年時点65.80％）
生徒割合（中２）

（2014年時点48.00％）

「授業が好き」
児童割合（小５）

（2014年時点65.80％）
生徒割合（中２）

（2014年時点48.00％）

基本目標３基本目標３

お達者年齢
男性78.57歳
女性83.37歳

防災士
（2014年時点314人）

防災士
（2014年時点314人）

コミュニティバス等の
利用者

（2014年時点184,953人）

コミュニティバス等の
利用者

（2014年時点184,953人）

基本目標４基本目標４

外国人宿泊者
（2014年時点50,569人）

外国人宿泊者
（2014年時点50,569人）

うち韓国 115,000人
うち台湾   27,000人
うち韓国 115,000人
うち台湾   27,000人

大丸福岡天神店
（アンテナショップ）売上

（2014年時点7,600万円）

大丸福岡天神店
（アンテナショップ）売上

（2014年時点7,600万円）

制度を活用した
移住者

制度を活用した
移住者

大分県下
NO.1！

（2015～2017累計） （2014　-403人） （2013　1.76）

商店街の
空き店舗率

（2014年時点12％）

商店街の
空き店舗率

（2014年時点12％）

▲ヂビミソ▲ヂビミソ

世帯数から見た
移住前住所の割合
（上位６都道府県）
福岡県　
大分県内　
熊本県　
東京都 　
佐賀県　
大阪府　

38.0％
27.9％
5.6％
3.9％
3.3％
2.7％

地域おこし協力隊地域おこし協力隊

＜地域支援型＞
前津江地区　１人
中津江地区　１人
上津江地区　３人
大山地区　　１人
天瀬地区　　１人
＜活動限定型＞
上津江有害鳥獣対策　１人
奥日田観光開発　　　２人
観光コーディネート　１人
豪雨災害からの復興　２人

集落支援員集落支援員

前津江地区　２人
中津江地区　１人
上津江地区　１人
大山地区　　２人
天瀬地区　　３人

▲おとなの山椒あられ▲おとなの山椒あられ

農産加工の
新商品開発

（2016・2017年累計）

農産加工の
新商品開発

（2016・2017年累計）

市内小中学校における
「不登校」の比率

（2014年時点1.02％）

市内小中学校における
「不登校」の比率

（2014年時点1.02％）

問
地
方
創
生
推
進
課
創
生
推
進
係
☎
㉒
８
２
２
３
（
市
役
所
６
階
）

（※１）関係者がネットワークを再構築し相乗効果を生み出す取組のこと。
（※２）要介護２以上の認定を受けてない人（大分県独自算出）のこと。
（※３）中心部と周辺地域の役割を明確にし、住民の必要な生活機能を確保する政策のこと。

ふるさと納税
寄付額

（2014年時点1,819万円）

ふるさと納税
寄付額

（2014年時点1,819万円）

天瀬・大山・奥日田
宿泊者

（2014年時点220,420人）

天瀬・大山・奥日田
宿泊者

（2014年時点220,420人）

461人461人

174,958人

９人９人

13人13人

198人198人

５回５回

43.50％43.50％

66.30％66.30％

61.20％61.20％

0.96％0.96％

543人543人

２億7,000万円２億7,000万円

272,529人272,529人

155,847人155,847人

94,479㎡94,479㎡

９個９個

15％15％

40社40社

年間
１億円超
年間
１億円超

※一部累計値を記載

※10月１日時点

へ

乾燥木材
年間生量

（2014年時点69,195㎡）

乾燥木材
年間生量

（2014年時点69,195㎡）
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市民サービス協働事業を募集します
　市では、ＮＰＯ（特定非営利活動法人及び非営利の市民活動団体）と市との協働を推進し、ＮＰＯの特性を
生かした市民サービスを提供するため、平成31年度に実施予定の市民サービス協働事業を募集します。
　市では、ＮＰＯ（特定非営利活動法人及び非営利の市民活動団体）と市との協働を推進し、ＮＰＯの特性を
生かした市民サービスを提供するため、平成31年度に実施予定の市民サービス協働事業を募集します。

平成31年度

■募集事業

■申込資格
　３人以上で構成し、非営利で公益的な活動を行っているＮＰＯ（法人格の有無は問いません）
■申込方法
　まちづくり推進課に備付けの提案書等を直接持参
※申込みを希望するＮＰＯは、必ず事前に下記にお問い合わせください。
■申込期限　２月15日㈮
■事業の決定
　審査委員会（３月下旬予定）の審査結果を受け、実施事業を決定

問まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所６階）

■行政提案型　平成31年度募集事業一覧

あなたの
思いついた事業を
提案しませんか？

①屋久島町子ども交流事業

②女性人材育成事業

③男女共同参画啓発事業

④市民活動人材育成事業
　（災害ボランティア）　

⑤環境教育推進事業
　（子ども環境バスツアー）

⑥自然環境調査事業

⑦日本語教室事業

市内在住の小学校６年生を対象に、３泊４日で屋久島町を
訪れ交流するための企画・運営

地域や社会でリーダー的役割を果たせる女性の人材を育成
するためのスキルアップ講座等の企画・運営

男女共同参画を効果的に推進するための啓発活動の企画・
運営

災害ボランティアを切り口に市民活動に参加できる人材を
育成するための企画・運営

小学生を対象とした環境への理解を深める日帰り学習ツア
ーの企画・運営

自然環境保全に対する市民の理解を深めるためのフィール
ド調査・研究、報告書作成、展示会開催

日常生活の中で日本語の「読み」「書き」ができずに困っ
ている市在住の外国人に必要な日本語の学習支援

事業名 事業概要 協働担当課

まちづくり
推進課

環境課

博物館

社会教育課

ＮＰＯ提案型事業

行 政 提 案 型事業

自由テーマ型、予算の範囲内（上限80万円）

テーマ設定型、協働担当課が示す予算の範囲内

　地方自治や生活環境衛生功労などの分野で功績のあった人たちを表彰する大分県功労者が発表され、
市内では、次の人たちが受賞されました。（順不同）

平成30年　大分県功労者

地方自治功労

井上明夫さん
　大分県議会議員

地方自治功労

菅田敏幸さん
　元 日田市議会議員

生活環境・災害関係善行功労

江田喜代人さん
　環境美化ボランティア

地方自治功労

岩里諫夫さん
　元 大分県自治会連合会会長

生活環境衛生功労

諌山吉晴さん
　大分県旅館ホテル生活衛生
　同業組合副理事長

商工労働功労

東雲朝則さん
　大分県板金工業組合理事長

農林水産功労

安心院 剛さん
　(有)安心院製材所
　元　代表取締役会長
　(林業(製材))

土木建設功労

原田安泰さん
　元　大分県建設業協会副会長
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市政情報ピックアップ

問体育保健課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）

問防災・危機管理課☎㉒８３６３（市役所４階）

●第33回日田市少年少女交流駅伝大会の参加者募集！

▼とき　　　１月27日㈰
・開会式　　午前９時30分～
・スタート　午前10時～

▼ところ　　陸上競技場

▼参加資格　
　小学校３～６年生で、スポーツクラブや子供会などで
　編成するチーム（１団体３チームまで）
※チームは、大人（監督１人、世話人２人）と選手７人で編成。

▼参加料
　１チーム　2,000円（保険料を含む）

▼申込方法
　申込書を右記に提出
※申込書は体育保健課に備え付けています。

▼申込期限　１月15日㈫

●日田市消防団出初式を開催します

▼とき　１月20日㈰　

▼ところ・内容
■大原グラウンド　午前８時30分～
　人員服装点検、訓練点検、機械器具点検、操法点検など
　操法点検では平成30年８月に開催された大分県消防操法大会に出場した、日田方面団高瀬分団、
前津江方面団第２分団及び平成30年２月に消防ポンプ自動車の更新を行った日田方面団大鶴分団
による水出し操法を実施します。
■三隈川右岸遊歩道（銭渕橋下流）　午前11時頃～
　放水点検
■パトリア日田　午前11時40分～
　表彰式

●市有不動産を売却します

　気温が下がる冬場は、水道管やメーターが凍って管
が破損する可能性があります。そのため、保温材を巻い
たり、使い古しの毛布や布切れ等（ビニール袋に入れた
もの）をメーターボックスに入れるなど、水道管の凍結
防止対策を行いましょう。
　また、万一の破損に備えて、自宅のメーターとバルブ
の位置を確認しておきましょう。　
※凍結し、破損した場合の、修理依頼及び費用は自己負担と
なります。詳細は市ホームページ、又は下記二次元コード
からご覧ください。

　●水道管の凍結防止対策はできていますか？

物件番号 物件
大山町西大山字ソノ田5890番1･5886番21
宅地
1,322.80㎡（合計）
5890番1
保育所
303.95㎡
鉄筋コンクリート造陸屋根平屋建
昭和42年９月新築
大字庄手字日ノ隈591番3･594番2
雑種地・宅地
991.39㎡（合計）

所在地番
地目
地積
家屋番号
種類
床面積
構造
建築年
所在地番
地目
地積

最低制限価格 入札日 備考土地・建物等の表示

２月22日㈮
午後１時30分～

２月22日㈮
午後３時～

18-01

公-08

土地
・
建物

建物

土地

土地土地

旧ひばり
こども園2,600,000 円

28,750,000 円

▲二次元コード

当日、消防団員が大原グラウンドに
集合するまでの間、

消防車のサイレンを吹鳴します。
皆さんのご理解とご協力をよろしく

お願いします。

問財政課公有財産管理係☎㉒８２１５（市役所４階）

●市有不動産を売却します

▼入札参加資格　
・法人又は個人で、市税等を完納している人
・成年被後見人又は被保佐人及び被補助人以外の人、
　破産者でない人等

▼特約条項等
　特約条項等がありますので、必ず市ホームページの
募集要項を確認してください。

▼入札方法　
　一般競争入札

▼入札参加受付期間・場所
　２月13日㈬～20日㈬（土・日曜日を除く）
　いずれも午前８時30分～午後５時まで
　市役所４階　財政課公有財産管理係

▼現地説明会　２月13日㈬　
・物件番号　18-01　
　午前９時30分～　大山振興局　中会議室
・物件番号　公-08　
　午後１時30分～　市役所４階　４０１会議室
※現地説明会に参加する場合は、２月12日㈫午後５時までに
下記まで電話で必ず連絡してください。連絡がない場合
は、現地説明会は行いません。

▼入札会場　市役所２階　２０２会議室
※入札には、入札保証金（入札金額の100分の５以上）が必
要です。詳細は市ホームページ又は、下記二次元コードか
らご覧ください。

問上下水道局経営管理課窓口係☎㉒８２２０（市役所５階）

▲二次元コード
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税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
書
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要

　
確
定
申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
し
た
確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ
提

出
す
る
際
は
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
又

は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

■
本
人
確
認
を
す
る
と
き
に
必
要
な
も
の

例
１
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
み

例
２
　
通
知
カ
ー
ド
及
び
運
転
免
許
証
や     

　
　
　
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
等

配
偶
者
控
除
及
び
配
偶
者
特
別
控
除
の

適
用
要
件
の
改
正

　
配
偶
者
控
除
の
額
が
改
正
さ
れ
、
合
計

所
得
金
額
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合
は
、
配
偶
者
控
除
が
適
用
さ
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
配
偶
者
特
別
控
除
の

対
象
と
な
る
金
額
も
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

■
配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る
配
偶

者
の
合
計
所
得
金
額
の
上
限
額

・
改
正
前
　
76
万
円
未
満

・
改
正
後
　
１
２
３
万
円
以
下

※
詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
又
は
左
記

二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
日
田

税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
税
務
署
総
務
課

　
☎
㉓
２
１
３
６
（
自
動
音
声
案
内
）

　
税
務
課
税
制
窓
口
係

　
☎
㉒
８
３
９
７
（
市
役
所
１
階
）

くらしの情報

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

くらしの情報次回の広報ひた１月15日号は、１月15日㈫に発送します。Information １.１　

タ
ウ
ン
情
報

イ
ベ
ン
ト

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

外国人が暮らしやすいまちづくり

　政府は2016年に、あらゆる場で誰もが活躍で
きる、全員参加型の社会を目指すため「ニッポ
ン一億総活躍プラン」を閣議決定しました。少
子高齢化に伴い確実に就業人口が不足となるこ
とから、働き方改革の一環として、高齢者の就
労促進や女性の活躍、障がい者の就労支援など
への取組を始めています。また、昨年の第197
臨時国会でも、本年４月以降の人手不足の解消
に向けた方策として、外国人労働者の受入れを
拡大する改正出入国管理法が成立しました。
　わが国で働く外国人は約128万人に上り、労
働の担い手としてだけでなく、地域社会の担い
手としても活躍していますが、まだまだ人手不
足は解消されていないのが現状です。
　2016年に実施した人権に関する市民意識調査
では、外国人に関する人権問題で「特に問題と
なっていると思われるもの」の回答の中に「外
国語で対応できる病院や施設等の整備が不十
分」、「地域とのふれあいや理解を深める機会
が少ない」という回答が多くありました。
　この調査結果を踏まえ、日田市では昨年
度「市民一人ひとりがお互いに人権を尊重しあ
う明るく安心して暮らせる心豊かな共生社会の
実現をめざして」を基本目標に、日田市人権施
策基本計画の見直しを行いました。
　その基本目標の中で、外国人をめぐる問題対
策の方向性の一つに、外国人が地域社会の一員
として受け入れられ、安心して充実した生活を
送れるよう、外国人が暮らしやすいまちづくり
を推進していくことを定めました。
　今後開催されるラグビーワールドカップ2019
や2020年の東京オリンピック・パラリンピッ
ク、そして2025年に開催が決定した大阪万博な
どによって、世界各国から日本に訪れる外国人
の増加が見込まれます。国籍や文化の違いを互
いに認識して、思いやりの心で接し、共に快適
な生活を送ることで外国人が暮らしやすい、そ
んな“まちづくり”につながるのではないでしょう
か。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
物
品
下
見
会

　
公
売
す
る
物
品
（
動
産
）
の
下
見
会
を

行
い
ま
す
。
直
接
確
認
で
き
る
の
は
下
見

会
の
み
で
す
。
ま
た
、
公
売
物
品
は
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
入
札
に
参
加
す
る
人
は
、
事
前
に
申
込
み
が

必
要
で
す
。

■
と
き
　
１
月
10
日
㈭

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
ロ
ビ
ー

■
公
売
予
定
物
品

　
小
鹿
田
焼
、
九
谷
焼
、
掛
軸
な
ど

■
公
売
へ
の
申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://koubai.auctions.yaho
o.co.jp

）
か
ら
申
込
み

問
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
20
歳
に
な
っ
た
人
は
、
国
民
年
金
第
１

号
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
（
厚
生

年
金
保
険
加
入
者
・
共
済
組
合
加
入
者
、

又
は
そ
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
は
除
く
）
。

　
20
歳
の
誕
生
月
の
上
旬
又
は
前
月
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
届
く
「
国
民
年
金
被
保

険
者
関
係
届
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
国
民
年
金
に
は
、
納
付
猶
予

制
度
や
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
、
申

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

　
在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
人

を
対
象
に
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
提
供

や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
１
月
10
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
６
階
　
６
０
１
会
議
室

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
１
月
９
日
㈬

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

も
の
わ
す
れ
保
健
室

　
物
忘
れ
が
気
に
な
る
等
の
悩
み
を
抱
え

て
い
る
人
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
１
月
11
日
㈮
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
伊
東
薬
局
本
店

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

５
歳
児
発
達
相
談
会

　
小
学
校
入
学
を
１
年
後
に
控
え
た
５
歳

児
の
発
達
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
６
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
対
象

　
平
成
25
年
12
月
１
日
〜
平
成
26
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
親
又
は
家

族
な
ど

■
内
容
　

・
落
ち
着
き
が
な
く
、
対
応
が
難
し
い

・
困
っ
て
い
る
癖
や
こ
だ
わ
り
が
あ
る

・
一
人
遊
び
が
多
く
友
達
と
う
ま
く
遊
べ

な
い

・
言
葉
が
は
っ
き
り
し
な
い
な
ど

■
相
談
員

　
医
師
、
臨
床
心
理
士
、
言
語
聴
覚
士
、

教
員
、
栄
養
士
、
保
健
師
等

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
１
月
21
日
㈪

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

婚
活
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
た
こ
や
き
を
作
り
な
が
ら
日
田
で
新
た

な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
対
象
者 

①
１
月
12
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

②
１
月
19
日
㈯
　
30
・
40
代
の
独
身
男
女

③
１
月
26
日
㈯
　
50
代
以
上
の
独
身
男
女

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ
　
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

c
a
f
ｅ
天
神
店

※
参
加
費
等
詳
細
は
天
使
の
お
つ
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会
（
矢
野
）

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
１
月
の
テ
ー
マ
は
「
ゴ
ム
動
力
紙
コ
ッ

プ
カ
ー
作
り
」
で
す
。

■
と
き
　
１
月
19
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

中
央
公
民
館
活
動
成
果
展

　
中
央
公
民
館
で
活
動
を
し
て
い
る
自
主

活
動
団
体
の
作
品
展
（
絵
画
、
書
道
、
竹

工
芸
、
俳
句
な
ど
）
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　
１
月
22
日
㈫
〜
２
月
28
日
㈭

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
料

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

受
講
生
募
集

　
大
分
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
）
で
は
、
離

職
し
た
人
が
再
就
職
に
必
要
な
知
識
と
技

能
を
習
得
す
る
た
め
、
職
業
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
と
き

　
３
月
５
日
㈫
〜
８
月
30
日
㈮

■
訓
練
・
説
明
会
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
（
大
分
市
）

■
募
集
コ
ー
ス
　
電
気
シ
ス
テ
ム
科

■
募
集
期
限
　
１
月
22
日
㈫

※
説
明
会
を
１
月
15
日
㈫
に
行
い
ま
す
。
詳
細

は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
21
回
鬼
火
焚
き

　
当
日
は
岳
滅
鬼
太
鼓
の
演
奏
、
神
主
に

よ
る
無
病
息
災
祈
願
や
亥
年
生
ま
れ
の
参

加
者
で
点
火
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
ぜ
ん
ざ
い
、
豚
汁
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
１
月
13
日
㈰
　
午
前
６
時
〜

　
中
ノ
島
町
河
川
敷
（
か
ん
ぽ
の
宿
前
）

問
Ｄ
Ｓ
会
事
務
局
（
渡
辺
）

　
☎
㉒
６
６
５
５

九
州
プ
ロ
レ
ス
日
田
大
会

「
日
田
を
元
気
に
す
る
ば
い
！
」
開
催

　
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
支

援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
１
月
14
日
㈷
　
午
後
１
時
30
分
開
場

　
日
田
市
総
合
体
育
館

問
九
州
プ
ロ
レ
ス

　
☎
０
９
２
‐
４
０
０
‐
９
９
３
８

市
民
大
会
ス
キ
ー
競
技
出
場
者
募
集

　
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
（
共
に
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
）
に
出
場
す
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

□
大
会
日
　
１
月
27
日
㈰

□
と
こ
ろ
　
九
重
森
林
公
園
ス
キ
ー
場

□
申
込
期
限
　
１
月
10
日
㈭

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
ス
キ
ー
連
盟
事
務
局
（
吉
田
）

　
☎
０
９
０
‐
８
２
９
７
‐
３
５
５
４

募
集

▲二次元コード
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平成30年日田市10大ニュース

　日田市消防団は、平成29年７月九州北部豪雨に際し、
災害現場での顕著な防災活動が認められ内閣総理大臣表
彰を受賞した。また、大分県消防学校で第30回大分県消
防操法大会が開催され、ポンプ車の部に日田方面団高瀬
分団、小型ポンプの部に前津江方面団第２分団が出場
し、両部門ともに第３位に入り、優良賞を受賞した。

平成30年防災功労者内閣総理大臣表彰受賞！
大分県消防操法大会でも活躍！

第33回国民文化祭・おおいた2018、
第18回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会開催

　８月13日、九州地方は太平洋高気圧に覆われ、日田市
で九州地方の観測史上最高気温を更新する「39.9度」を
記録した。

　平成29年７月九州北部豪雨災害によって流出したＪＲ
久大本線花月川橋梁の架け替え工事が完了し、７月14日
に全線で運行が再開した。沿線では、１年振りに帰って
きたゆふいんの森号のお出迎えイベント等が開催され、
多くの市民が参加し復旧を祝った。

　４期16年にわたり日田市長を務められた日田市名誉市
民の石松安次氏が、３月20日に93歳でご逝去された。
石松氏は昭和54年に日田市長に就任されてから、優良企
業の誘致や済生会日田病院の開院など今日の日田市発展
の基盤となった数々の業績を残し、市政の振興発展に尽
くされた。

　フェンシングエペ日本代表が2020年東京五輪の事前
キャンプを日田市で実施することが決まり、日本並びに
大分県フェンシング協会、大分県、日田市の４者による
調印式が県庁で行われた。市長は「オリンピック直前の
大切なキャンプを全力でサポートしたい」と挨拶した。

　平成30年７月豪雨災害では西日本を中心に全国的に広
い範囲で記録的な大雨となり、各所に甚大な被害をもた
らした。日田市は浄水場被害で断水となった愛媛県宇和
島市へ７月11日から17日まで給水応援を行った。ま
た、日田市から宇和島市へボランティアバスを運行し、
計18日間で延べ272人の市民が参加した。

宇和島市への災害ボランティア活動

ＪＲ久大本線全線復旧
フェンシングエペ日本代表
2020東京五輪の事前キャンプ地に決定

名誉市民　元日田市長・石松安次氏ご逝去九州地方観測史上最高気温更新！日田39.9度！

中津江住民自治組織の活動がスタート

平成30年の出来事を10大ニュースとしてまとめました。

　大山町のいずみこども園、ひばりこども園、つづき保
育園を統合した「おおやまこども園」が旧大山小学校跡
地に完成した。建築費約３億2,400万円、延べ床面積約
945㎡の日田杉を多く使用した木造２階建てで、病後児
保育室も設置した。

おおやまこども園　開園

　藤蔭高校が、第100回全国高等学校野球選手権記念大
会大分大会で見事優勝し、８月５日、聖地・甲子園への
出場を果たした。初戦で熱戦の末、強豪・星稜高校に惜
敗したが、選手たちの全力プレーは日田の暑い夏を更に
熱くしてくれた。

藤蔭高等学校野球部
第100回全国高等学校野球選手権記念大会出場

　10月６日から11月25日の期間に大分県内で開催され、
日田市では現代美術家・大巻伸嗣氏の個展のほか、俳句大
会等を実施した。また、障がい者とともに創り上げた舞台
演劇「島ひきおに」や日田杉とコラボした障がい者アート
の数々を市内各所に展示し、大会を盛り上げた。

　地域の困りごとの解決や地域振興に取り組む住民自治
組織を中津江地区で住民自らが設立した。10月１日に
「中津江むらづくり役場」事務所開所式が行われ、活動
をスタートした。
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ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

消防力の向上！秋の非常招集訓練
　11月11日、前津江町大野地区で前津江方面団の
非常招集訓練が実施された。
　消防団員約40人が参加し、秋の全国火災予防週
間にあわせ毎年、山林火災を想定した消防連結訓練
を行っている。今後も地域住民の安心と安全を守る
ため、技術向上に向けた実践訓練を行い、消防力の
強化に努めていく。

負けんばい！高齢者スポーツ大会
　11月10日、前津江町柔剣道場でまえつえ高齢者
スポーツ大会が開催された。スポーツ大会を通して
外出の機会などを増やし、ひきこもりの防止、高齢
者の健康維持につなげることを目的に行われた。約
60人の参加者が玉入れなど６種目のスポーツに一
生懸命取り組み、会場は大きな声援と笑い声に包ま
れていた。

めがね橋ライトアップ！
　11月24日から間地橋の夜間ライトアップが開催
されている。間地橋は大正11年に竣工された石造
アーチ橋で地元ではその形状から「めがね橋」とし
て親しまれている。ライトアップ初日には地元の団
体が一夜限りの屋台を出店し、訪れた人々は温かい
料理を片手に昼間と異なる幻想的な眺めを楽しん
だ。このライトアップは１月６日まで実施される。

みんなが主役のふるさとまつり
　11月18日、中津江ホールで第38回中津江村ふる
さとまつりが開催された。今回は75歳以上の女性
をより美しく変身させる「ばぁばイメチェンコンテ
スト」が行われ、その変身ぶりに来場者から驚きの
声が上がった。今年から住民自治組織「中津江むら
づくり役場」が主体となって実施し、いつにも増し
て多彩な催しに会場は大いに盛り上がった。

法面緑化から町づくりへ
　11月18日、小迫町で道路の法面に花や球根の植
え付けをする緑化活動が行われた。昨年好評であっ
たため今年も実施された。参加者から「子供たちが
植える花が草刈りの軽減につながり、景観を良くす
ることで地域づくりにつながる。開花時期には白い
カーテン状に花が咲き、ミツバチが集まるため、是
非、見に来てほしい」との声があった。

山の恵みに感謝
　11月16日、市内の全小・中学校及び支援学校
で「ひたジビエ」を使用したシシカレーが学校給食と
して提供された。この取組は11月19日の「食育の
日」にあわせて、大分県産食材の積極的な活用と児童
生徒が生産に携わる人や地域に対しての理解を深める
ことを目的に行われている。児童生徒は山の恵みに感
謝しながら、おいしそうに給食を食べていた。

ひろがれイクボスの輪！
　11月28日、パトリア日田でＮＰＯ法人ファザー
リング・ジャパン代表理事の安藤哲也さんを講師に
迎え、ワークライフバランス講演会が開催された。
働きやすい職場づくりのために何をすべきか、自身
の経験を交えて講演した。また、市長、商工会議所
会頭、日田地区商工会副会長が活力あふれるまちを
目指して「ひたイクボス共同宣言」を行った。

夢の実現に向かって
　11月19日、朝日小学校と三隈中学校で水郷ひた
観光親善大使で舞踏家の梅川壱ノ介さんの講演会が
開催された。この講演会は、未来の日田市を担う子
供たちの育成を目的に「ようこそ先輩～夢を持ち叶
えるには」と題して行われた。梅川さんから夢の実
現に向けて必要なこと、努力したことなどの話があ
り、児童生徒は真剣に聞き入っていた。

中津江

前津江 日田

ま　 ぢ
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今年も大盛況！上津江産業文化祭
　11月23日、毎年恒例の「上津江産業文化祭」が
上津江振興局・体育館で開催された。津江小・中学
生による和太鼓演奏、すぎっ子こども園児による踊
りのほか、バザー等も開催され、上津江の産業や文
化を楽しんだ。また、特別ゲストの山本華世さん、
北山たけしさんによる「トーク＆歌謡ショー」が行
われ、約600人を超える来場者で大いに賑わった。

自然の中で生き抜く！
　11月15日、地域おこし協力隊が主催で、身の回
りのものを使いサバイバル技術を学ぶ「ブッシュク
ラフト体験会」が上津江フィッシングパークで開催
された。市内外から訪れた参加者は、シェルターの
設営、ロープの結び方やナイフの安全な使い方等を
学び、自然の中でどのようにして生き抜くことがで
きるかを体験することができた。

チューリップ畑で待ってるよ
　11月23日、古園地区でチューリップの球根植えが
行われた。主催のげんきＢＹ古園が毎年、希望者に
畑の１区画（球根30球）のオーナーになってもらう
ことで交流人口を増やし、町おこしを行ってきた。
今年４月に最後となる「古園チューリップ祭」で、
自分たちが植えたチューリップの花がどんな風に咲
くか、みんなで心待ちにしている。

祝15周年！いい曲できました！
　11月11日、馬原中部里地区でなかべり花の里づく
り実行委員会主催の「なかべり花と紅葉の里づくり
15周年記念式典」が開催された。式典では、実行委
員会が作詞したテーマソング「ふるさとなかべり」
が披露され、15周年に花を添えた。訪れた人は「も
みじが奇麗だった。春にも山里の景色が楽しめると
聞いたのでまた来たい」と笑顔で話していた。

天瀬

上津江

ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

幸福度世界一の国に学ぶ幸せレシピ
　11月16日、内閣府平成30年度地域コアリーダー
プログラム団員に選ばれた地域おこし協力隊の上戸木
綿子さんが「フィンランド派遣報告会」を開催した。
上戸さんは作業療法士でもあり、障害福祉分野で派
遣され、10日間の現地訪問を中心に「個を大切に
育むオーダーメイドの教育や福祉に平等感や自己実
現の自由さを学んだ。障害者が支えられるだけでな
く、その道のベテランとして尊重されていて、彼ら
ができることを行って社会を支えている姿に生きる
誇りを感じた」と写真や事例を交えて報告。「属性
ではなく、個人の力や自己決定を大事にするフィン
ランド社会。その在り方から学んだ幸せレシピを自
分ができることから広めたい」と話した。
　

コミュニケーションも備えの一つ
　11月25日、大山小学校５年生親子約50人が参加
し、「防災食」を試食した。アルファ米を見るのも
初めての人ばかりで、色んな味があることやアレル
ギーなどで一般的な非常食を食べられない人が身近
にいることを知った。非常時だからこそ言いにくい
こともあると気付いた参加者は、日頃のコミュニケ
ーションが友達を助けることに繋がると実感した。

照葉キラキラ　赤朽葉でリフレッシュ
　11月17日、「秋の田来原ノルディック・ウォー
キング」が開催され、市内外から52人が参加し
た。田来原美しい森づくり公園を出発し、紅葉が美
しい「もみじ谷」を経由し、「おんたの堤」まで往
復する約６キロメートルのコースを散策した。参加
者は、汗を流しながら景色に触れ、「周回など他の
コースも試してみたい」と楽しんでいた。

大山

か み と

あ か く ち ば

ゆ

ふ こ
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図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午後６時まで）

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　１月12日㈯　
　午後３時～３時30分
　１月26日㈯
　午前11時～11時30分
□ところ
　児童コーナー

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ

<作り方>
①ほうれん草はゆでて水気を絞り、４ｃｍ幅に切る。まいたけは石づきを取
り、食べやすい大きさに裂いてゆでる。ちくわは縦半分に切り、３ｍｍ程の
薄切りにしてゆでる。
②ほうれん草、まいたけ、ちくわの水気をしっかり切って、しょうゆ、みり
んと和える。
③盛り付ける直前に刻みのりを和える。

　ほうれん草は葉が青々として厚みがあり、根元が太く赤色が鮮やかなものが良
品です。根元の赤色はミネラルの一種マンガンの色で、この赤色が強いほど甘み
が強いと言われています。根元を切り落とすときは、赤い部分をできるだけ残す
ようにしましょう。

　
前
回
、
頼
山
陽
が
日
田
を
訪
れ
た
の

は
、
田
能
村
竹
田
（
写
真
）
の
勧
め
が
あ

っ
た
と
書
き
ま
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
竹

田
は
豊
後
竹
田
の
人
、
当
時
日
本
を
代
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る
画
人
と
し
て
知
ら
れ
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人
で
し
た
。

　
文
政
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（
一
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）
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竹
田
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日
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に
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っ
て
来
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隈
町
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田
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留
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ま
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。
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竹
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。
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。
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。
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。
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、
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。
こ
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貴
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じ
め
と
す
る
著
名
な
文
人
が
、
江
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時
代

を
通
じ
て
多
数
こ
の
地
を
訪
れ
た
の
も
こ

う
い
う
事
情
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
天
領
日
田
の
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的
な
気
風
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私
塾
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の
門
下
生
を
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し
て
、

広
く
各
地
に
伝
え
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た
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で
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。

　
淡
窓
の
「
儒
林
評
」
に
は
竹
田
に
つ
い
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「
田
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村
竹
田
ハ
豊
後
竹
田
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。
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シ
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ビ
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頼
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篠
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リ
。
」
な
ど
と
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べ

竹
田
の
画
と
詩
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
し

た
。
対
す
る
竹
田
も

淡
窓
の
人
柄
と
学
識

に
深
い
敬
意
を
抱
い

て
い
た
よ
う
で
、
自

分
の
息
子
太
一
や
弟

子
の
帆
足
杏
雨
ら
を

咸
宜
園
に
入
塾
さ
せ

る
な
ど
し
て
い
ま

す
。

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－（人物編　田能村竹田）　
　　淡窓・咸宜園と交流のあった文人・墨客たち②

たんそうさん

所蔵：竹田市立歴史資料館

問世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８

新刊情報

「ごきぶりホイホイ」生みの親
大塚正富のヒット塾
廣田章光・日経ビジネススク
ール／編
日本経済新聞出版社

　オロナミンＣ、ごきぶりホイホイ、アースレッ
ド・・。ロングセラー商品を生み続けた男の思考と
発想をマーケティングの視点で徹底解剖。
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たのむらちくでん大好き図書館！

　10月27日㈯から11月９日㈮の「秋の読書週間」中に
淡窓図書館で様々な行事を行いましたので紹介します。

秋の読書週間イベントが終了しました！

●フワフワを守り隊（10月28日実施）

　大分市で犬猫の殺処分『ゼロ』を目指す「フワフワを
守り隊」を迎え、動物と人が共存できる社会づくりにつ
いての講演会を開催しました。また、隊長の櫻井さんの
自作絵本と読み聞かせボランティアによる絵本の読み聞
かせなど『命』について考えることができました。

児童書が寄贈されました！
　日田商工会議所女性会からチャリティー事業
を通じて、124冊（児童書101冊、大型絵本２
冊、中高生向け読み物21冊）を寄贈していただ
きました。昭和54年から続く寄贈は累計5,316
冊となりました。玄関入ってすぐのスペースに
展示していますので是非ご利用ください。

  

心の架け橋

　緊急時にすぐに助けを呼べることは、生活する上で
安心につながります。
　緊急時には「１１０番」や「１１９番」に電話をか
けることは、皆さんもよく知っていることと思いま
す。それでは、耳や言葉に不自由があり、電話を日頃
から使えない人はどうしたらよいのでしょうか。
　日田市には聴覚障がいの人が約270人います。その
他、何らかの病気や障がい等で言葉が不自由な人も多
くいます。そういった人が、緊急時に通報できる体制
を県や市では整えています。
　まず「１１０番」ですが、メール（toyonokuni-
110@canvas.ocn.ne.jp）やＦＡＸ（　097-538-3110）

での通報が可能です。また、電話でも１１０番に通報
し、話をしなくても、通話の状態にしておくだけで、
警察が居場所を特定し、駆けつけることができます。
　次に「１１９番」ですが、こちらは日田消防署への
ＦＡＸ（　119）が可能です。市役所や消防署に緊急
通報カードがあります。カードは必要事項に○をつけ
ることで簡単に記入ができ、便利ですので必要な人は、
市役所・日田消防署にご相談ください。

ご存知ですか？～耳や言葉に障がいのある人の緊急通報～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０
　日田消防署☎㉔２２０４

コ ラ ム

▲詳細は市ホームページ、又は左記
　二次元コードからご確認ください。

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００

ほうれん草　　　　　　　100ｇ
まいたけ　　　 　　　　　 20ｇ

ちくわ　　　　 　　　　　20ｇ
しょうゆ　　　　　　  小さじ１

みりん　　　　　小さじ２／３
刻みのり　　　　　　　　適量

■材料■　（２人分）
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日田市の人口
（平成30年11月30日現在） 

■人口　
　65,901人
　（前月比-10人）
・男　31,183人
・女　34,718人
■世帯数
　27,358世帯

　★絵馬作り
　10日㈭・11日㈮　11:00～
　チャレンジキッズ　お正月遊び
　12日㈯　11:00～
　療育事業（音あそび）
　18日㈮　11:00～
　★鬼のお面作り
　24日㈭　11:00～
　25日㈮　11:00～

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　１月の主な催し　　

●凧作り
　12日㈯　10:30～11:30
●お話し会
　　16日㈬　15:30～
　　17日㈭　10:30～
●節分制作
　26日㈯　10:30～11:30

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

●お話し会
　　12日㈯　10:30～
　　16日㈬　10:30～
　すくすく相談（栄養相談）
　24日㈭　10:00～
※母子健康手帳を持参してください。
　節分制作
　30日㈬　10:30～

●お誕生会
　15日㈫　10:00～12:00
●人形劇観劇
　26日㈯　10:00～11:00
●せいまお兄さんと遊ぼう！
　28日㈪　10:00～11:00

★世代間交流
　お正月あそび・七草がゆ
　７日㈪　10:00～
※募集数15世帯、参加費一人50円。
●フレンズデイ（土曜開放日）
　19日㈯　９:30～12:00
★鬼のお面作り
　22日㈫　10:00～12:00
※募集数20世帯、材料費100円。

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

●ベビーマッサージ
　10日㈭・24日㈭　11:00～12:00
●お誕生会
　28日㈪　11:00～12:00
※誕生者は10:30までに来てください。
●身体計測
　31日㈭　11:00～12:00　

★鬼のお面作り
　11日㈮　９:30～12:00
★親子クッキング
　18日㈮　10:00～12:00
●親子エクササイズ
　23日㈬　10:30～12:00
★節分会
　26日㈯　10:30～12:00

乳

乳

乳

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ１
　３月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　２月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

小

乳

乳

乳

小

乳

小

浦塚柊南ちゃん
（３歳・伏木町）

ひなみかんた ほまれ だいち
溝口大致ちゃん
（３歳・清岸寺町）

林 叡輔ちゃん
（２歳・財津町）

えいすけ
黒木完太ちゃん
（２歳・源栄町）

下馬場 誉ちゃん
（２歳・新治町）

ひ な
佐藤 匠ちゃん
（３歳・財津町）

たくみ
前田柊那ちゃん
（３歳・中央１丁目）

そうま まなと
伊藤颯真ちゃん
  （１歳・刃連町）

谷口結仁ちゃん
（１歳・清岸寺町）

ゆいと
河野真翔ちゃん
（１歳・天神町）

伊藤彩千花ちゃん
（１歳・誠和町）

い ち かはるか
田中 遥ちゃん
（１歳・三本松新町）

うるはかなた つむぐ
下見 紡ちゃん
（１歳・大鶴本町）

ゆめか
冷川夢華ちゃん
（１歳・中央１丁目）

　　　 坂本麗羽ちゃん
（１歳・丸の内町）

佐藤奏汰ちゃん
（１歳・亀川町）

長谷部麗愛ちゃん
（１歳・清水町）

うるあ

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

中央児童館　☎㉗６４０６ 天瀬児童館　☎57８９２２

大山児童館　☎52２９０１ まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５
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午前６時30分～午後11時まで、
土・日曜日、祝日も証明書の

取得が可能です。
※年末年始を除きます。

銀行口座の開設時などに、
顔写真入りの身分証明書の
提示を求められることが

あります。

問マイナンバーお問い合わせダイヤル☎㉒８３０３（市役所１階）

就職やアルバイトをするときには
マイナンバーを事業所に届け出る必要
があります。また、奨学金の申請に
も必要な場合があります。

【予約制】マイナンバーカードの時間外受け取りできます！

■とき　　１月18日㈮　午後５時～７時30分
■ところ　市役所１階　市民課
※北側玄関をご利用ください。
■申込期限　１月17日㈭　正午
※原則予約制です。マイナンバー以外の各種証明書等の交付は
　行いませんのでご注意ください。

カードができるまでには
１か月程度かかるんだ。
早めに申請してね。
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